
 

 

 

 

 

 

健康長寿に貢献する老人大学 

大学運営要諦 

１ 公共性・公平性・公開性が大原則………………… 福 山 市 の 高 齢 者 に 等 し く 機 会 を 

２ 老大の発展は 大切に思う者の自助努力で ……… 自 分 達 で 出 来 る こ と は 自 分 達 で 

３ 校内美化状況は 老大生の品格の表れ …………… ごみを落とさない  掃除は丁寧に 

４ 老大生のマナーは 地域社会への感謝の証 ……… 一般車両・歩行者優先 ウィンカーは早め 

学生生活の合言葉 「健康と安全が 1番」 

呼びかけ 老大生の自覚と交流のために 名札を着用しよう‼ 

 

２学期に向けて          老大学長  飛田 洋悟 

夏休み中に東京オリンピックが開幕・終了し，現在パラリンピックが行

われています。パンデミックの状況下における開催には様々な意見があり

ましたが，トップアスリートたちが繰り広げる競技には純粋に感動させら

れる場面が多々あり，私も胸を熱くしながら応援をしています。 

９月に入り，本来であれば第５１期の２学期がスタートしていました。

しかし，デルタ株が主流となった新型コロナウイルス感染症は，首都圏か

ら全国に拡大し始め７月末には国内で１万人を超え，その後も収まる気配

は感じられません。本市においても，８月に入ると感染者は国の「ステージ４（爆発的感染拡大）」

の目安となる２５人以上を初めて超えるなど，急速に感染が広がりました。このことを受け，市は

８月９日から文化・スポーツ施設の休館や，市立校の部活動の原則中止を決めましたが，私たちの

老人大学もやむなく再び「臨時休講」の措置をとることとなりました。今後は，９月２１日から２

学期が始まる予定ですが，とにかく修了式まで休講することなく継続できることを願っています。 

さて，事務局では９月２９日（水）の全員教養講座，１０月３０日（土）・３１日（日）の老大に

おける年間メインイベント学生祭を開催すべく，これまで着々と準備を進めてきました。しかし，

教養講座はこの時期に１，０００人がリーデンローズに集うことへの不安，学生祭については始業

から当日までの日数があまりにも少なく，”学習の成果を発表する”という形にまで準備すること

が大変難しいということから，この二つの行事を中止することとしました。 

いずれも，学生の皆さんがとても楽しみにしていたことであり，直前まで実施することを前提に

準備を進めてきましたが，第５波のこれまでで最も厳しい爆発的な感染拡大状況を受け，「健康と

安全が１番」の老大においては，中止という苦渋の決断を致しました。 

多くの高齢者の皆さんは２回のワクチン接種を終えていますが，マスクや手洗い，消毒，３密の

回避など基本的な感染拡大防止対策は，今後も継続することが求められています。みんなで頑張っ

て，健康に過ごしましょう。 
 

「健康と安全が１番」を考えると・・・・ 
 

★ 全員教養講座：９月２９日（水） 中止 

老大生は「健康と安全が１番」の合い言葉のもと，【新しい生活様式】を心がけながらコロナ禍で

の講座を継続してきた。しかし，第５波の全国的な感染爆発状況がいつまで続くのかが見通せない

状況下において，次のことが大変困難なことから，全員教養講座は中止と判断した。 

・ 登校前の検温……………………検温結果を記入しての参加票の提出 

・ 間隔をとっての着席……………座席一つ置きの資料配布 

・ 密集の回避………………………上限１,０００人までの入場者制限 

・ 近距離での会話回避……………十分な声かけ 

さらに，会場が一体となっての合唱等はできない 

 

➝ 同一内容での来年度開催を楽しみに！！ 

 

★ 第４２回学生祭：１０月３０日（土）・３１日（日） 中止 

「２年続けての中止は避けたい」との強い思いから，「感染拡大防止対策の徹底！」を大前提に， 

講師懇談会（７月末）において，次のことを協議・確認した。 
 

○ 密集の回避………………………原則として，老大生のみの参加 

                       ゆとりスペースでの展示や芸能発表 

                 講堂・老人会館・パソコン室の入場制限 

○ 密接の回避………………………バザー・パンやコーヒー販売，模擬店・売店の中止 

昼食など老大敷地内での飲食禁止 
 

これまで学生祭に向けた準備を進めてきたが，コロナ禍の影響で，夏休み中に予定していた事務 

局・本部役員・学級委員長・クラブ部長が参加し，本年度限定の学生祭の持ち方への共通理解を図る 

ための「学生祭準備委員会」が開催できておらず，ゆとりをもって事務局やクラスでの諸準備を進 

めることが難しくなった。 

その上，【３週間にも及ぶ臨時休講】。 

講座再開（９月２１日）から学生祭までの授業回数が， 

月曜日：５回  火曜日：５回  水曜日：４回  木曜日：３回  金曜日：４回 

と少なく，限定的となった。これでは，納得のいく作品制作（表装に３週間程度を要することも含 

め）・芸能や演技発表練習（リハーサル等も含む）が難しいとの判断から中止とした。 

 

➝ 来年度こそ バザーや各種販売等を楽しみながら 

学習の成果を発揮できる学生祭に！！  

令和 3年 9月 1日  福山市老人大学 学生会 発行 

〒720 -081 6 福山市地吹町 1 2 - 7 ＴＥＬ9 2 5 - 2 9 8 2 №249 (第 51期 9月号) 



 

 

休講期間（８月３０日～９月１９日）の補填について 

全員教養講座・第４２回学生祭を中止することで，３回の休講のうち，２回分を下の期日に授業 

日として補填する。 

○ 全員教養講座………………………… ９月２９日（水） 

○ 第１回環境整備活動………………… ９月３０日（木） 

○ 学生祭直前準備………………………１０月２７日（水）・２８日（木）・２９日（金） 

○ 学生祭反省会…………………………１１月２２日（月） 

○ 振替休日………………………………１１月 １日（月） 

○ 授業を割振っていない日……………１０月 １日（金）・２６日（火）・１１月２日（火） 

補填日を整理すると，次の通りである。【同封の年間授業表（補填入訂正版）参照】 

月 火 水 木 金 

  ９月２９日 ９月３０日 １０月  １日 

 １０月２６日 １０月２７日 １０月２８日 １０月２９日 

１１月  １日 １１月  ２日    

１１月２２日     

 

福山市老人大学学生会 第１回定例総会から 

臨時休講措置に伴って延期していた学生会定例総会を 7 月 10 日（土）に開催し，１年間お世話 

になる第５１期の会長をはじめとする全役員が決定した。 
 

＜2021 年度（第 51 期） 本部役員一覧＞ 

会 長 日野 孝子 研・カラオケ     

副会長 坂本 雄俊 研・コーラス 1 中島 秀夫 研・俳句 船津 育子 研・煎茶 

会 計 石井 洋二 初・実用書道 堀川 哲二 普・ポップス   

監 査 占部 明雄 普・川柳 梅田美智子 研・パソコン 3 藤井美智子 総・スペイン語 

総務部 小林 誠造 普・硬筆１ 藤谷 博子 研・フラダンス 眞野恵美子 普・コーラス２ 

文芸部 國光 芳郎 総・謡曲 篠原三枝子 普・仮名 熊谷 好司 普・古典文学３ 

保体部 平川 正之 総・デッサン 小山 敏明 初・スマホ１ 井手  正 研・太極拳２ 
 

続いて，本年度の【コロナ禍の中で可能な行事】と【一般会計などの予算】について協議した。 
 

１ ５００円の臨時会費徴収 

前年度からの繰越額が少ないこと・今期の学生数が大きく減少したことから，①周年記念行事の積 

立 ②委員長研修旅行 ③クラブ活動運営費支給 ④会議でのお茶準備等を中止することで，支出を 

１００万円程度抑えた。その上で，学生会会計年度（決算期）が２０２２年１月末で，第５２期のた 

めの準備や５月までの行事運営に必要な経費が不足することから，円滑な運営のために福山市老人大 

学学生会会則に則って臨時会費を徴収する。 
 

２ 次年度学生会費２,５００円への値上げ 

次年度（第５２期）は，学生会活動を以前のように活性化するため，福山市老人大学学生会運用規

定を改定して学生会費を変更する。 

以上の２点の提案理由に対する意見が多く出される中，長時間にわたる慎重な審議の結果，両件 

とも承認された。 
 

○ 臨時会費：徴収期間の変更 

臨時会費は，２学期始業日から２週間での学級徴収としていたが，臨時休講のために， 

１０月４日（月）～１０月１５日（金） 

を徴収期間とする。 
 

○ 老大だより：発行時期の変更 

老大だより４５号は，原稿・クラス写真等の準備を確実に進めるため，〆切：１０月８日（金） 

とし，校正作業の時期も順次繰り下げ，２学期中発行を目指す。 
 
 

－ 夏休みの老人大学 － 
「ボランティア活動」育成集中講座  ７月２６・２８・３０日 ８月 ２・ ６日 

５回連続の集中講座方式に改めて４年目。 

講座内容は，理論学習や実践報告，実技研修が組み込まれ，対象

も高齢者・障がい者・子ども等が網羅されて総合的だった。 

受講生は，ボランティア活動が育む相互扶助の心と行動が，私た

ちの暮らしと人間関係をより良くしていくことを学び合った。 

 

第８回老大健康診査  ８月 ３・ ４日 

健康診査の申込期間が短く十分な対応ができなかったが，検

診車４台・ドクター１名・スタッフ１５名余りの体制でスムー

ズに実施できた。コロナ禍であることから，消毒や検温，受付

や問診場面でのソーシャルディスタンス確保等の手立てが十分

に取られ，学生も安心して受診できたようだ。 

コロナ感染症への不安も含めて，保健師への丁寧な相談がで

き，「健康と安全が１番」を強く意識している様子が伺えた。 

近いうちに診査結果が各家庭に郵送される。悪い病気が見つ

からなければ幸い。また，早く見つかって早期治療ができれば

それも幸い。健康長寿のために，健康診査を継続しよう！ 

前日会場準備と診査終了後の後片づけを担当した学生会の保

健体育部員に感謝。 

 

 

「フレイルチェック会 in老大」中止 
新型コロナの感染拡大に伴って【7 月 31 日～9 月 12 日】を期間として発出された県の「早期集

中対策」のために，フレイルチェック会が中止となった。自己の健康管理の指標の一つとして期待が

高かっただけに残念。３月に開催できることを期待する。 


